
ペドモルフ（幼生）的な魚類	


シラウオ（サケ目シラウオ科）	


シラスウオ（ハゼ目シラスウオ科）	
 シロウオ（ハゼ目ハゼ科）	


短命で早熟 
産卵数が少ない 
生活史サイクルが早い	


大局的ヘテロクロニーの例	




中深層に生息するプロジェネシス的な魚類	


•  骨化の程度が低い 
•  筋肉が少なく，退化的 
•  体が半透明（色素が少ない）	


（代謝は低い）	


例えば，オニハダカ属魚類	


大局的ヘテロクロニーの例	




スジダラ（タラ目ソコダラ科）	


スジダラ属はソコダラ科では，もっとも小型でプロジェネシス的	


全長は最大で20cm 

尾部が透明	


大局的ヘテロクロニーの例	




タラ目ソコダラ科魚類　４亜科約30属約380種	


スジダラ	


最大で全長150cm 

ムネダラ	


最大で全長20cm 

ズナガソコダラ	


全長100cm 

全長40cm 

バケダラ	


オキナヒゲ	


全長40~50cm 

アナダラ	

全長40~50cm 



著しい性的二形を示すチョウチンアンコウ亜目魚類	


Paxton and Eschmeyer (1998) Encyclopedia of Fishes, 2nd ed. より�

ラクダアンコウ科	




クロアンコウ	
 Melanocetus murrayi, BSKU 57842 

沖縄近海の IKMTネットで採集	


体長 73 mm 

＊2007年２月に和名改称：セムシクロアンコウからクロアンコウへ	




クロアンコウの雌と雄	


（アンコウ目チョウチンアンコウ亜目クロアンコウ科）	


雌の体長は73 mm 



クロアンコウの寄生雄	


顎の先で付着	


体長15 mm 



多様なチョウチンアンコウ亜目魚類　11科35属約160種	




チョウチンアンコウ亜目の幼魚	


2002年4月に沖縄周辺の中深層のトロール調査で採集	


体長は約10 mm 



Pietsch and Orr (2007): チョウチンアンコウ亜目の系統仮説	


チョウチンアンコウ亜目	


外群	


ヒレナガチョウチン 
アンコウ科	


ラクダアンコウ科	


ミツクリエナガ 
チョウチンアンコウ科	


シダアンコウ科	


オニアンコウ科	


クロアンコウ科	


フタツザオチョウチン 
アンコウ科	


チョウチンアンコウ科	


＊雌雄の成魚と幼魚の88個の 
　形態形質に基づき推定	


幼魚は不明	


変態後の雄は不明	


雄は一時的に付着	


雄はすべて寄生性	


雄は条件的な寄生	


Strict consensus of 292 trees 


